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 第一部基調講演 日本 地域研究 礎  

• 柴宜弘 城西国際大学特任教授 日本 地域研
究 発展 展望  

• 谷惠子 東京大学大学院人文社会系研究科教授 V. 

チ 績 見 地域研究 可能性  

• 鐸木道剛 東 学院大学文学部総合人文学科教授 ビ 近
代 地域研究へ  

 

 第 部研究報告 

第一 ョ 地域研究 新展開―理論 実践―  

• 鈴木健太 東外大 21世紀 ――地域を
概念 認識  

• 門間 也 東大院 戦間期 ロ チ ョ
概念を巡 政治性  

• 畑史 学振PD／国立民族博物館 ビ タ ォ
／ ォ ：多元主義 実践 音楽 文 そ
変容  

• 亮 学振PD／京大 ロ 像 過去
現在―英雄／ ロ 分法 脱却 向  

 

第 ョ 民族文 越境 接触 変 を
諸問題  

• 中澤拓哉 東大院 変容 ュ― 人地域
タ 2世像  

• 岡 要 京大院 的特徴 越境― ォ ォ
語 接続詞da 使用を ―  

• 日高翠 学振PD／東京藝大 中世後期 地域 教会堂
壁 ―技法 料  

• 菅井健太 筑波大 言語接触 変 ―
川を渡 人移民 を中心  

 

開催報告  

 本企 地域研究 あ 方を問い直 民族文
越境 接触 変 目 い 半島を研究
今後 研究者 士 力体制 構築 び分 や専門地域
枠を越え 新 地域研究 可能性を探 を主 目的
開催さ  

 第一部 日本 地域研究 礎 日本
研究を支え 研究者3 を招 今後

地域研究 展望 そ 可能性 い 講演 い い
3本 講演 歴史学 言語学／文献学 芸術学を中心
あ そ 枠を 超え 視 広い内容 あ
う 視 取 方 参加 若手研究者 び聴衆
学ぶ 多い非常 益 あ  

 第 部 第一 ョ 地域研究 新展開―理論
実践― 地域研究 方法論 視 取 方を主題
報告4本 行わ 歴史学 政治学 音楽学 幅広
い あ 共通 問題認識 課題 多 報告
者 討論者 聴衆 反応 大 質疑応
答 活発 議論 展開さ 今後 研究を行う 非常 興
味深い意見 多 聞  

 第 ョ 民族文 越境 接触 変 を
諸問題 具体的 個別的 例を取

報告4本 行わ ョ 言語学 歴史学 保存
修復学 分 報告 あ 多 参加者 研究
あ 知 い い一面を垣間見 機会 幅広い
分 ョ あ 討論者

各報告を的確 え あ 報告者 今後 課
題 い 考え 貴 機会  

 全体を通 いう概念を う 捉え
研究 際 う 視 を取 そ 々日本 研

究者 現地 人々 関 を う構築 い 地域研
究 避 通 い点 い 意見を交換 点 非常
益 あ 本企 果公表 含 今後 共 研究
い 多 提案 さ いう点 機会を最大限
活 せ 考え い  
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地域研究 新展開 
―民族文 越境 接触 変 を 多角的研究を目指 ― 


